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1. 平成30年12月期第1四半期の連結業績（平成30年1月1日～平成30年3月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年12月期第1四半期 978 △11.3 △55 ― △79 ― △60 ―

29年12月期第1四半期 1,102 ― 137 ― 182 ― 126 ―

（注）包括利益 30年12月期第1四半期　　△122百万円 （―％） 29年12月期第1四半期　　118百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年12月期第1四半期 △8.75 ―

29年12月期第1四半期 18.92 18.21

(注) １．30年12月期第１四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失であるため記

　　　　　載しておりません。

　　　２．当社は、平成29年３月16日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われた

　　　　　と仮定して、「１株当たり四半期純利益」及び「潜在株式調整後１株当たり四半期純利益」を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

30年12月期第1四半期 2,860 2,128 74.4

29年12月期 3,112 2,333 75.0

（参考）自己資本 30年12月期第1四半期 2,128百万円 29年12月期 2,333百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年12月期 ― 0.00 ― 12.00 12.00

30年12月期 ―

30年12月期（予想） 0.00 ― 2.00 2.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年12月期の連結業績予想（平成30年 1月 1日～平成30年12月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,133 △4.8 65 △75.8 65 △80.8 45 △79.4 6.57

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

②①以外の会計方針の変更 ： 無

③会計上の見積りの変更 ： 無

④修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年12月期1Q 6,862,200 株 29年12月期 6,862,200 株

② 期末自己株式数 30年12月期1Q ― 株 29年12月期 ―株

③期中平均株式数（四半期累計） 30年12月期1Q 6,862,200 株 29年12月期1Q 6,666,517 株

(注)　当社は、平成29年３月16日付で普通株式１株につき３株の割合で株式分割を行っております。前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われ

　　　 たと仮定して、発行済株式数を算定しております。

※四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その
達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明 

当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、企業収益や雇用・所得環境が改善する中で持ち直しの動きが

続くなど緩やかな回復基調で推移した一方、地政学的リスクの拡大や、海外の政治・経済動向の不確実性、金融資

本市場の変動による影響など、景気の先行きについては不透明な状況が続いております。

コンタクトレンズ業界におきましては、１日使い捨てタイプコンタクトレンズへのニーズのシフトが継続してい

ることや、カラーコンタクトレンズ市場の拡大もあり、コンタクトレンズ市場全体は緩やかながら成長基調にある

ものと推測され、価格、販路、広告戦略等々における各メーカー間の販売促進活動が激化しており、今後も継続す

るものと思われます。

このような状況の中での当社グループの状況は、前連結会計年度から引き続きOEM取引を取り巻く競争環境は激

化しており、売上高について苦戦を強いられております。

OEM取引については今後も競争環境は激化していくものと考えており、当社グループでは自社ブランド商品の売

上の増加を今後の最重要課題とし、当社グループのブランド価値向上や当社カラーコンタクトレンズ基幹ブランド

「FAIRY 1day」（平成30年４月大幅リニューアル）、ドラッグストア専売クリアコンタクトレンズ「1day Eye 

Well」（平成29年11月発売）及び１ヶ月装用タイプカラーコンタクトレンズ「Miche Bloomin' Monthly」（平成30

年２月発売）といった新商品の投入等に関する積極的な販売促進活動（販売促進費63,399千円（前年同四半期比

197.4％増））・広告宣伝活動（広告宣伝費52,711千円（前年同四半期比212.9％増））に取り組んでおります。更

なる新商品開発活動（承認関係手数料17,195千円（前年同四半期比90.3％増））についても、引き続き積極的に取

り組んでまいります。

また、当社は全ての商品仕入れをUSD建てで取引し、適正在庫を過去約３ヶ月分の出荷量と考えておりますが、

平成28年12月期末商品の加重平均換算為替レートが105.4円/USDであったのに対し、平成29年12月期末商品の加重

平均換算為替レートが112.2円/USDでありました。そのため、売上総利益率は26.8％で前年同四半期比4.9ポイント

減となりました。

この結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高978,134千円（前年同四半期比11.3％減）、営業損失

55,990千円（前年同四半期は営業利益137,383千円）、経常損失79,659千円（前年同四半期は経常利益182,666千

円）、親会社株主に帰属する四半期純損失60,021千円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四半期純利益

126,097千円）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明 

（資産） 

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は2,694,657千円となり、前連結会計年度末に比べ236,260千円減

少いたしました。これは主にその他に含まれる預け金が99,980千円増加したものの、現金及び預金が210,795千

円、売掛金が115,653千円それぞれ減少したことによるものであります。 

当第１四半期連結会計期間末における固定資産は166,301千円となり、前連結会計年度末に比べ14,800千円減少

いたしました。これは主にデリバティブ債権が20,790千円減少したことによるものであります。

この結果、資産合計は2,860,958千円となり、前連結会計年度末に比べ251,060千円減少いたしました。 

 

（負債）

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は685,276千円となり、前連結会計年度末に比べ71,101千円減少

いたしました。これは主に短期借入金が100,000千円増加したものの、未払法人税等が95,558千円、その他に含ま

れる未払金が41,376千円、前受金が38,350千円それぞれ減少したことによるものであります。

当第１四半期連結会計期間末における固定負債は47,549千円となり、前連結会計年度末に比べ25,269千円増加い

たしました。これはデリバティブ債務が25,269千円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は732,826千円となり、前連結会計年度末に比べ45,831千円減少いたしました。
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（純資産）

当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は2,128,132千円となり、前連結会計年度末に比べ205,228千円

減少いたしました。これは主に利益剰余金が142,367千円、繰延ヘッジ損益が61,582千円それぞれ減少したことに

よるものであります。

この結果、自己資本比率は74.39％（前連結会計年度末は75.00％）となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

通期の連結業績予想につきましては、平成30年２月14日の「平成29年12月期 決算短信」で公表いたしました連

結業績予想から変更はありません。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
（平成29年12月31日） 

当第１四半期連結会計期間 
（平成30年３月31日） 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 907,550 696,755 

売掛金 597,561 481,908 

商品 722,721 734,555 

貯蔵品 95,474 97,016 

前渡金 9,316 - 

繰延税金資産 7,529 50,604 

外国為替差入証拠金 485,167 488,784 

デリバティブ債権 47,644 - 

その他 77,950 164,546 

貸倒引当金 △19,999 △19,514 

流動資産合計 2,930,917 2,694,657 

固定資産    

有形固定資産 18,402 20,291 

無形固定資産 15,549 14,754 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,646 1,626 

繰延税金資産 4,239 9,408 

デリバティブ債権 20,790 - 

その他 121,845 121,591 

貸倒引当金 △1,371 △1,371 

投資その他の資産合計 147,150 131,255 

固定資産合計 181,102 166,301 

資産合計 3,112,019 2,860,958 
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    （単位：千円） 

  前連結会計年度 
（平成29年12月31日） 

当第１四半期連結会計期間 
（平成30年３月31日） 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 166,391 168,897 

短期借入金 200,000 300,000 

1年内返済予定の長期借入金 16,650 11,649 

未払法人税等 99,735 4,177 

賞与引当金 6,100 17,078 

株主優待引当金 4,734 - 

デリバティブ債務 51,468 59,465 

その他 211,298 124,008 

流動負債合計 756,378 685,276 

固定負債    

デリバティブ債務 22,279 47,549 

固定負債合計 22,279 47,549 

負債合計 778,658 732,826 

純資産の部    

株主資本    

資本金 273,422 273,422 

資本剰余金 374,674 374,674 

利益剰余金 1,650,210 1,507,842 

株主資本合計 2,298,307 2,155,939 

その他の包括利益累計額    

繰延ヘッジ損益 31,137 △30,445 

為替換算調整勘定 3,916 2,637 

その他の包括利益累計額合計 35,053 △27,807 

純資産合計 2,333,360 2,128,132 

負債純資産合計 3,112,019 2,860,958 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年３月31日) 

 当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年３月31日) 

売上高 1,102,903 978,134 

売上原価 752,945 716,345 

売上総利益 349,958 261,789 

販売費及び一般管理費 212,574 317,780 

営業利益又は営業損失（△） 137,383 △55,990 

営業外収益    

受取利息 472 420 

デリバティブ評価益 31,417 - 

為替差益 17,549 - 

その他 57 474 

営業外収益合計 49,496 894 

営業外費用    

支払利息 1,322 2,350 

デリバティブ評価損 - 12,694 

為替差損 - 9,398 

貸倒引当金繰入額 2,475 - 

その他 415 119 

営業外費用合計 4,213 24,563 

経常利益又は経常損失（△） 182,666 △79,659 

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△） 
182,666 △79,659 

法人税、住民税及び事業税 62,293 1,181 

法人税等調整額 △5,724 △20,819 

法人税等合計 56,569 △19,638 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 126,097 △60,021 

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△） 
126,097 △60,021 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
 前第１四半期連結累計期間 
(自 平成29年１月１日 

 至 平成29年３月31日) 

 当第１四半期連結累計期間 
(自 平成30年１月１日 
 至 平成30年３月31日) 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 126,097 △60,021 

その他の包括利益    

繰延ヘッジ損益 △8,659 △61,582 

為替換算調整勘定 978 △1,278 

その他の包括利益合計 △7,681 △62,861 

四半期包括利益 118,416 △122,882 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 118,416 △122,882 

非支配株主に係る四半期包括利益 - - 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。 
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